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は じめに

大学 の国際化 の進展 に と もな って 日本 にや って くる留 学生 が急増 して いる(Table1)

が、 その一方 、わが 国か ら諸外 国へ留 学す る学 生 も年 々増加傾 向 にあ る。本学 にお いて

も、1984年 か らア メ リカへ の短期語 学研修 が開始 され、すで にお よそ400名 の学 生が留 学

体 験 を もった(Table2、Table3)。 さ らに、1992年 度 か らは、PORTLANDSTATE

UNIVERSITYへ の6ヵ 月ない し9ヵ 月の長 期留学 が始 ま り(Table4)、 本格 的 な国際

交流 の時代 を迎 えよ うと してい る。

Table1.本 学における過去留学生の受 け入れ実績(単 位;人)

年 度
受 入 人 数

合計
中 国 台 湾 韓 国 タ イ

昭和55年 度 2(美2) 2

昭和56年 度 1(史1) 1

昭和57年 度 1(史1) 1(美1) 2(美1,英1) 4

昭和58年 度 1(美1) 1(美1) 2

昭和59年 度 1(美1) 1

昭和60年 度 2(美1,英1) 1(美1) 3

昭和61年 度 1(英1) 2(美1,英1) 1(史1) 4

昭和62年 度 1(美1) 2(美2) 3

昭和63年 度 1(美1) 1(美1) 2

平成元年度 3(英1,史2) 3

平成2年 度 0

平成3年 度 4(英2,史2) 1(美1) 5

平成4年 度 5(日5) 2(日2) 7

平成5年 度 5(日5) 1(日1) 6

平成6年 度 5(史1,日4) 2(日2) 3(美2,史1) 1(日1) 11

(注)()は 本学における学科別人数 を示 してお り,そ れぞれ美 美゚学美術史科,史;史 学

科,英;英 米文学科,日;日 本文化学科 を表 している。

*大 阪大学人間科学部
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Table2.本 学か らのア メリ

カ語学研修の人数(単 位;人)

年 度 人 数

昭和59年 度 17

昭和60年 度 27

昭和61年 度 32

昭和62年 度 0

昭和63年 度 37

平成元年度 43

平成2年 度 42

平成3年 度 29

平成4年 度 41

平成5年 度 11

平成6年 度 14

Table3.本 学からのイギリ

ス語学研修の人数(単 位;人)

年 度 人 数

平成5年 度 29

平成6年 度 30

Table4.本 学 か らPSUへ

の 留 学 数(単 位;人)

年 度 人 数

平成4年 度 37

平成5年 度 33

平成6年 度 14

とこ ろで 、 こ う した 留 学 を含 め た 海外 在住 で の 問題 は 、主 に 「文 化 摩 擦(Culture
ヨラ

Conflict)」 か ら くる不適 応 の問題 と して数 多 くの研 究が な され て きた。 衛藤(1980)に

従 うと、 「文 化摩擦 」 とは 『異質 な文化 が相互 に接 触 した とき、不可避 的 な心理 的緊 張 ・

葛藤 に続 いて発生 す る社 会現 象、混乱 や対 立 も起 こ るが、 同時 に そこか ら新 しい価値 や

文化 も生 まれ、文 化変容 も起 こる、決 してマ イナ スの価 値 のみ で ない、 きわめて 中立的
　ラ

な概念』である。平野(1980)が 文化摩擦 を3つ の次元に分類 しているが、それによる

と、1つ は国家間、国民集団間に存在す る文化摩擦、2つ はそれ自体一つの体系 をもっ

た実体 としての個別文化の相互の接触の次元で、発生、展開す る文化摩擦である。3つ

は個人 と個人、あるいは個人 と集団の間に生ずる国際的接触の次元の文化摩擦である。

3つ 目は、精神医学的 な見地か らみても重要 な次元であ り、従来 「海外不適応」とか 「カ
リ

ル チ ャ ー シ ョ ッ ク 」 と呼 ば れ て き た も の も こ こ に 入 る(阿 部 ら 、1987)。

　ラ

異文 化 にお け る不 適 応 の個 人 内要 因 として は、稲 村(1980a>に 詳 しい。 まず 第一 に、

精神 障害 で ある。 現在 も症状 が持 続 して いる場 合 は言 うまで もな いが、既往 歴の あ る人

につ い ては再 発 の危険 性が大 きい。 第二 に、性 格特徴 で あ る。適 応 しに くいの は、融通

性 が な く、潔癖 で 几帳 面 な、神経 質す ぎるタ イプ で ある。 逆 に、適 応 しや す いのは、融

通性 の あ る、柔軟 な性 格 であ る とい う。 第三 に、 内地で の適 応性 を欠 く人で あ る。生活

史の上 で、転居 、入学 、就職 、転 勤 な どに際 して はいつ も順 応 しに くく、適 応 に因難 の

あ った 人は一般 に問題 を生 じや すい。 中 には、 日本 で は不 適 応 を示 しつつ も、他 国 では

よ く適応 して い るよ うな人 もいるが、 それ は必ず し も多 くは ない よ うで あ る。 第四 に、

食物 嗜好 の片寄 りで あ る。 食物 は適 応 の大 きなバ ロ メー タで あ り、 いつ で も何 で も食べ

られ る人の適 応は一般 にいいが 、 そ うで ない場 合 には その程度 に応 じて不適 応 が生 じや
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す い。他に も、現地への移住が気 に染 まず、現地への関心や好奇心がないことや、内地

に妻や親 などの病人 を抱 えていた りな どの要 因 もあげ られ るが、これに関 してはTaft
18)

(1977)が 、"個 人 が異文 化へ の対 応 を余 儀 な くされ る状 況"と して あげ て いる 「国 外駐

在(Sojourning)」 、 「居 留(Setting)」 な ど と関係 が 深 いので 、 こ こで は特 に上 げ な い。

そ もそ も、 本研 究 で扱 う留 学 の 問題 は、余 儀 な く行 か され る状 況 で は な く、 自ら志 願 し

て行 くとい う点 で大 き く質 を異 にす るで あ ろ う。後 者 では、 異文 化 に対す る"期 待"が

密 接 に関係 して いる よ うに思 われ る。
　ラ

次に不適応 を引 き起 こす、日本人独特の民族的特徴 を考 えてみたい。阿部 ら(1987)は

その特徴 として、 自文化中心主義(ethnocentrism)、 非言語的 コ ミュニケーシ ョンの優

位、他者志向性の3つ を取 り上 げている。第一 に、 自文化中心主義 とは、自分が生 まれ

育 ってきた自己の文化における行動様式や価値観 を当然のこ ととして受 け取 り、これ を

基準 として異文化をみた り評価す る傾向にあることであ り、人類 に普遍的 にみ られ る。

日本の場合はほ とんど単一民族 に近 いので、この主義が強い とい うこ とは十分言えるで
の

あ ろ う。第二 に、非 コ ミュニ ケー シ ョンの優 位 で あ るが 、Hertz(1980)に よる と、文化

的 な誤解 の要 因 の一つ は、非 言語 的 な コ ミュニ ケー シ ョンの優 位 で あ る とい う。 同様の
　ラ

見解 は、Hartog(1971)に もみ られ る。 言語 的 コ ミュニ ケー シ ョンが優 位 で あれば 、比

較 的早期 に訂 正 で きるが、 非 言語的 コ ミュニ ケー シ ョンが優位 の場 合 は、誤 解 が い った

ん生 じる と長 期 にわ た って続 き、不 適応 にな りや す い とい う。 第 三 に、他 者志 向性 で あ
　

るが、稲村(1980b)は 日本 人が不適応 にな りやすい要 因 として、 自己完結性 と対人疎通

性 の乏 しさをあげている。 日本人は海外で も日本人同士の依 存が強 く、 日本人同士が集

団になっているときは適応力が強い。 しか し、一人になる と孤独や疎外感に耐えられな

くなって しまう。 この ことは、 もともと日本人が他者志向的な民族であることと密接 に

結 びついていると思 われる。

さて、学生の留学であれ公務員、民間の海外在住派遣であれ、他国での適応のプロセ
　る　

ス または適応の時間的経過がよ く問題 にされ る。Oberg(1960)は 適応過程 を次のように

4段 階 に分 けて説明 している。第一段階は艀化期(魅 力期)で 、新 しい文化環境に入っ

たこ とを嬉 しく思い感激でいっぱいである。第二段階は移行期(敵 意期)で 、 日常生活

のは しばしにおいて、その場 に適切な行動が何 なのかわからない状況が増えとまどった

り欲求不満が起 こる。第三段階は学習期(適 応期)で 、相手の言語習慣に も慣れ、それ

につ いての理解 が深 まるとともに、 自分の誤解や一方的な思いこみに気づ いて修正がは

じまり、徐 々に心理的バランスや適応 を取 り戻す。第四段階は受容期(二 文化併立期)

で、相手の文化の諸特徴 を見 きわめて、新 しい生活行動の様式 を受け入れ、異文化 を客
　　

観 的 に とらえ るこ とがで きるよ うに なる。また、Adler(1975)は 「移 行体 験(transitional

experience)」 を重視 して、適 応 の過程 を次 の よ うに解釈 して い る。 つ ま り、初 めは外 国
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での生活が素晴 らしい ものに感 じられ、気分の高揚 した時期が続 くが、2、3ヵ 月たつ

うちに外国の欠点が見えは じめ、 とまどいや違和感を感 じ批判的になってい く。 しか し、

時がたつ にうれ異文化 にな じみ、それ を受け入れ異文化に適応 してい く。 さらに稲村(1
　 ラ

980a)に おいて も、適応の時間的経過 として臨床体験か ら同様の ことがまとめ られてい
　ラ

る。 こ う したプ ロセ ス を ま とめ る こ とに批 判的 な見解 もあ る(星 野 、1982、p.284)。 何

故 な ら、 この よ うな異文 化 に移行 す る体 験 のプ ロセ スや 諸要素 を、すべ ての者 が必 ず 同

じ時間 的経 過 を辿 って体 験す るの か ど うか とい うこ と、 さ らにその体験 は 自動 的 にお こ

なわれ るの か、 それ ともこれ らの位 相 の移 行 を決定 した り促進 す る要 因が 別 にあ って、

それ らに依 存 して い るの か 、 とい うこ とがほ とん ど触れ られて い ないか らで あ る。 とは

言 え、 適応 のプ ロセ ス と して提 出 され たい くつか の モデル に は共 通点 も多 く、 特 に異文

化 移行 後 の気分 的 高揚期 、 それ に続 く批判 期 、 回復 期(受 容 期)と い うス テ ップの あ り
エヨ　

方 は多 くの者に共通 しているよ うである。長島(1973)は 、本当の ショックは少 し長い

間同 じ所に住む ときに徐 々にあらわれて くるもの と考え、「ショックは、それ を受けるま

での期間の長 さによって質 を異に していると考えた方がよいか もしれない」 と、滞在期

間の要 因を重視 している。 この ことか らも、ある程度滞在期間の要因が適 応のプ ロセ ス

と関係 して くるこ とは言えるよ うに思われる。

以上、海外在住後に起 こる不適 応の要因 を、個人的要 因 と民族的要 因 とに分 けて述べ 、

その不適応に も時間的な経過がある程度認め られるこ とを述べて きた。本研究では、留

学生の メンタルヘルス上の推移 を留学前 と留学後 に分 けて調べ るこ とを目的にしている

が、先行研究をふまえるならば、留学後 と一口に言って も留学後の在住期間によってそ
　　

の様 相 が 異な る こ とを押 さえな ければ な らな いで あろ う。とは言 って も、星 野(1982)が

批判 す るよ うに、 その辿 り方 に は個 人差 が あ るの で、一概 に期間 を設定 す るこ とは不 可

能 で あ る。
　 　

日本 に お ける海外不 適 応の研 究 は、稲 永 ら(1965)の 留学 生の 問題 か らは じまった と
ユ　

され る(阿 部 ら、1987)が 、 その 後留 学生 を対 象 に した研 究 は筆 者の知 る限 りさほ ど多

くない。特 に、 メ ンタルヘ ル ス上 の 問題や 生活 にお けるス トレス、 も し くは ス トレッサ

ー をおの おの取 り上 げ ては い る もの の、 どれ も臨床体 験 か ら くる事 例 的 な ものが 多 く実
ユの

証 性 に乏 しい。 また 、精神 医学 的 な観 点か らの精 神病 理 的 な報 告 が 目立 ち(島 崎 ら、1967

a)、 健常 人 を対 象 に した メン タルヘ ルスの 問願 が あ ま りに取 り扱 われ て いな い。留 学 で

は ないが 、 「洋上 国際交 流体 験 」とい って、世 界13か 国 か ら集 まった青 年 が航海 を2ヵ 月
ユ　う

ともにす る中で み られ た適 応過程 の研 究(倉 本 ら、1992)は か な り実 証 的 にお こな われ

て い る。 そ こで は、世 界 で広 く使 用 され て い るGHQ(一 般 健康 調査 質 問紙 法)とY一
ユフラ

G性 格検査 との関連 を調べてお り、示唆 に富んだ見解が報告 されている。 また、島崎 ら

(1967b)の 研究 も、留学 した一般高校生 を対象に してお り、度数プ ロッ トのみではある
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が、健常人 を対象にした健康性の調査結果 として有益 な結果 を示 している。 それ らにつ

いては後述する。

以上 より本研究では、留学におけるメンタルヘルス上の推移 を実証的に調げ るこ とを

目的 とする。

予備調査

1.方 法 と目的

目的 留学 後 にお ける メン タル ヘル スの状 態 を、精 神健 康 度、 日常生 活 上の 問題 点 に

関 して探 索 的 に調 べ る。

対 象 対 象 と し た の は、1992年4月16日 よ り6ヵ 月 な い9ヵ 月 間PORTLAND

STATEUNIVERSITY(PSU)*1に 留 学 した本 学学 生女 子37名 で ある。その うちわ け

は、留 学期 間6ヵ 月が22名 、9ヵ 月が15名 で、全 員 が英 米文 学科 の学生 で あ り、3回 生

が35名 、4回 生 が2名 で あ る。 なお ア ンケー ト調査 は、旅 行 中で不 在 で あ った1名 を除

く36名 の うち32名 か ら回答 を得 た。

調 査 内 容 留学 約3ヵ 月後 の1992年7月19日 に著 者 らが渡 米 し、約3日 間 のPORT-

LAND滞 在 中 に、生 活面 、健康 面 に関 す る講演 を行 い、 さ らに 、 日常生 活 につ い ての ア

ンケー ト、GHQ(TheGeneralHealthQuestionnaire、 一般健康 調 査 質問紙 法)に

よ る精神 的健康 調 査 を実施 した。

日常生 活 に関 す るア ンケー トは 、留学3ヵ 月 を経過 した時 点で の学生 の 有す る生 活上

の 問題 点 を明 らか にす る こ とを目的 とした もの で、1)ア パ ー トで の生 活、2)キ ャ ンパ ス

で の生 活、3)身 体 と心 の 問題 、4)学 業上 の 問題 の4項 目か らな り、記名 自由記述 に よっ

た。

GHQは 、Goldberg(1972)に よ って 、非器 質性 ・非精 神病 性精 神 障害 の ス ク リーニ

ン グ ・テス トとして 関発 され た もので 、神 経 症状 が幅 広 い スペ ク トラムで簡 単 に把握 さ

れ るた め に世 界 で広 く使 用 されて い る。60項 目の設 問か ら構成 されて いて 、各 設問 の四

つ の選択 肢 か ら一 つ を選 ぶ。設 問肢 は0点 または1点 と評 価 され 、 それ らを合計 して総

合得 点 とす る。 日本 人の場合 の ス ク リーニ ング ・ポイ ン トは16/17点 とされ て い る。 さ ら

に、60項 目の うち、1)身 体 的症 状 、2)不 安 と不 眠、3)社 会 的 活動 障害 、4)う つ状 態 を表

す それ ぞれ7項 目ず つの 四つ のサ ブ スケー ルが抽 出 され 、 それ ぞれの症 状 につ い ての評

価 が可能 で あ る。

個 人面接 は、面 接 を希望 す る学 生29名 に対 して、2日 間 にわ た って キャ ンパ ス お よび

アパー ト内で行 った。上 記の ア ンケー トとGHQの 調査結 果 をふ まえて、 主 と して精 神

的健 康 面 を中心 に学 生の 抱 え る問題 を明 らか にす る とと もに、適切 と思 われ る助 言 を行
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った。 所要 時 間 は5分 ～60分 で あ る。

ll.結 果 と考 察

①GHQに つ い て;GHQ総 合得 点 に おけ る人数分 布 をTable5に 、下 位 尺度 にお け る

人数分 布 をTable6に 示 した。 これ をみ る と、総合 得点 にお いては36人 中21人[58.3%]

Table5.GHQ総 合得点 における人数分布

GHQ得 点 0-5 640 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36-40 41-45 46-50 計

人数(人) 4 6 5 9 6 2 1 2 0 1 36

(注)GHQ総 合得点は16点 以上 が症状群 とされる。

GHQ下 位尺度 0-2 3-4 5-7 計

身体的症状 19 7 8 34

不安 と不眠 15 11 7 33

社会的活動障害 23 6 4 33

うつ状態 31 2 1 34

も症状 群 と診 断 され る。 しか し、下位
Table6.GHQ下 位尺度の得点分布

尺 度の方 をみて み る と、「社 会的 活動 障

害 」や 「うつ 状態 」 の次元 で症状 が 認

め られ る者 は以外 と少 な く、「身体 的症

状 」や 「不安 と不 眠 」が主 な症状 の原

因で あ ろ うか と思わ れ る。 留学 前 の得

(注)単 位は人・3-4点 は軽度の症状・5-7点 点 が調査 され てい ないの で、得 点 の増
は中程度以上の症状 を示す。

減 に関 しては一概 に言 え ないが、調 査

対 象 者が一 般健 常者 で あ る こ とを考 えれ ば、 これ らの数 字 はか な り高 い もの と考 え られ

な くもない。 これ らの デー タを足が か りに して、本 調査 で は留学 前 と留学 後の得 点 を比

較 検討 してみ た い。

② 日常生 活 に関 す るア ンケ ー ト;ア パー トでの生 活 では、 「自分 の時 間が持 て な い」「他

の 同居者 に よって生活 が乱 され る」 「同居 者 との トラブル にふ りまわ され る」 「一 日中一

緒 に行動 す るの で うん ざ りす る」 な ど と、14名 の もの が共 同生 活 にお け る同僚 間 の人 間

関係 に関す るさ まざ まな問題 を訴 えて いた。 そ の反面 、 「多 くの友 人 に出会 えた」 「初 め

て他 人 と暮 ら してみ て大変 勉強 にな った」「自分 自身 が少 しで も分 か るよ うにな った」「友

人 と一 緒の 生活 の ため寂 しさに耐 え られ る」 「安全 であ る」「他 の一般 の ア メ リカ人 と知

り合 いに なれ た」 とい った評価 もみ られ た。

キャ ンパ スの生 活 で は、留学 当初の 緊張 と不安 が低 下 す るにつ れて、 ほ とん どの もの

が 「とて も楽 しい」 「充実 して い る」 な ど と答 えて い る。 また、 「他 の 国か らの留学 生 と

友 人 に なれた」「ア メ リカ人の友 人が で きた」と答 える もの が6名 いたが、その一方 、「ア

メ リカ人 の友 人が まった くで きな い」 と答 える もの が3名 いた。

大学 の講 義 につ いて は、 「授 業 が分 か ら ない」「英 語が なか なか上達 しない」 とす る も

のが14名 み られ たが、10名 の ものは 「だ んだ ん慣れ るに したが って理解 で きる よ うに な
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ア メ リカ留 学 に お け る メ ン タルヘ ル スの 推 移

った」「springtermか らsummertermに 変わってか ら講義が とて も楽 しくなってきた」

などと答えている。

心身の状態については、10名 の ものが不調 を訴 えていたが、その内訳は、不眠が3名 、

下痢が1名 、頭痛が2名 、食欲不振が2名 、過食による体重増加が2名 であった。

個人面接 は、GHQの 高得点者 と心身症状 を訴 えているもの を中心 に行 ったが、 日程

上の都合 もあ り、十分な時間が とれず、 きわめて表層的な面接に始終せ ざらずをえなか

った。GHQ高 得点者では、上述 したようなアパー ト内での本学学生間の人間関係 につ

いての問題 を訴 える者が多 くみ られたが、彼 らに対 しては小精神療法的 な支持 と助言 を

行 った。心身症状 を訴えるものについては、簡単 な医学的助言 と薬物の投与 を行 った。

本調査

1.対 象 と方 法

目的 予 備 調査 で得 られ た知 見 を参 考 に して、留 学 期 間の 異 な る2群 を対 象 と した、

精 神健 康度 の推 移 を全体 、 次元別 にわ けて調べ てみ る。

対象1993年3月20日 よ り3ヵ 月間OKLAHOMASTATEUNIVERSITY(OS

U)*2に 留 学 した本 学 園短期 大学 ・ビ ジネス学 院生 の40名 、お よび1993年3月27日 よ り6

ヵ月 ない しは9ヵ 月PSU*1に 留 学 した本 学学 生33名 で ある。前者 は、短 期大 学秘 書科2

回生 が14名 、 ビジネ ス学院 生 ホテ ル観光 コー ス2回 生 が26名 の合 計40名 で、後 者 は、

6ヵ 月 が20名 、9ヵ 月が13名 で、 すべ て英 米文学科3回 生 で あ る。

調 査 内容 それ ぞれ、留 学 に出発 す る前(1回 目)と 、渡 米後(2回 目)の2回 に わ
　らラ

た って、GHQ、CMI(Cornel1Medica11ndexHealthQuestionnaire)、SDS(Self

RatingDepressionScale、 ツ ン グ ・スケー ル、 自己評 価抑 うつ尺度)の3種 の健 康性 診

断 テス トを行 った。 ただ し、前 者 のOSUに 留学 した短 大生 ・ビ ジネ ス学 院生 は留 学前

の1回 目が3月 、 留学 後 の2回 目が渡米1ヵ 月後 の4月 に調査 を、後 者のPSUに 留学

した英文科 の 大学 生 は、留 学 前の1回 目が2月 、留学 後 の2回 目が渡 米4ヵ 月後 の7月

に調 査 をお こなって い る。 以後 、 前者 を3-4群 、後 者 を2-7月 群 と称 す る。

さて 、CMIは 、1949年 に コー ネ ル大 学 のK.Bordmannに よ って考 案 され た もの で、

心 身両面 の 自覚症 状 の調査 お よび神 経症 程 度 の測定 を 目的 と した質問 紙法 テ ス トで あ る。

身体 面 と情 緒面 の計195項 目の設 問か らな り、質 問 が平易 なため に集 団の精神 保健 に広 く

使 用 され てお り、正 常、 準正 常、 準神 経症 、神 経症 の4段 階 で判 別 され る。

SDSは 、自己評価 抑 うつ 尺度 と して、W.W.Zungに よって1965年 に開発 され た もの

で ある。20項 目の設 目か らな り、 それ ぞれの 設問 は1、2、3、4の 段階 に得 点化 され、

その総得 点 か ら抑 うつ 度 が評 価 され る。Zungに よれ ば、40点 で うつ状 態 が区分 され 、
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アメリカ留学におけるメンタルヘルスの推移

40～47が 軽度 、48～55が 中等度 、56以 上 が重 度 とされて い る。

ll.結 果

各尺度 の ス ク リーニ ング基準 に よ る変 化SDS、GHQ60項 目、GHQ下 位 尺度(身

体 的症 状 、不 安 と不 眠 、社会 的活 動障 害、 うつ状 態)、CMIの 各尺度 につ いて、設定 さ

れて い るス ク リーニ ング基準 を も とに、留 学す る前 後の 度数分 布 を3-4月/2-7月

の両方 にお いてみ てみ た。

①SDS;3-4月 の変化 をFigure1に 、2-7月 の変化 をFugure2に 示 した。 な

お、 図は ス ク リー ニ ン グ ・ポ イン トに よ り4群 に分 け、1群;基 準点 以下 、2群;う っ
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Figure1.SDS得 点(3-4月)の 各 ス ク リー ニ ン

グ ・ポ イ ン トに よ る分 布

1;基 準 以 下2;軽 度3;中 程 度4;重 度

4

1 2 3

各 ス ク リ ー ニ ン グ ・ポ イ ン ト

Figure2。SDS得 点(2-7月)の 各 ス ク リー ニ ン

グ ・ポ イ ン トに よ る分 布 一

1;基 準 以 下2;軽 度3;中 程 度4;重 度
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ア メ リカ留 学 に お け る メ ン タルヘ ル スの 推 移

病軽 度群 、3群;う つ病 中程 度 群 、4群;う つ 病重 度群 、 となって い る。 両群 の標 本度

数 が異 な るの で、 パー セ ン タイル で表 して い る(以 下 同様)。 そ の結 果、3-4月 の群

は、 中程 度 の うつ状 態 を示す 学生 がや や 多 くな って いる こ とを除 けば、留 学 にお け るS

DSの 変化 は さほ どみ られ な い。それ に比べ てFigure2を み る と、ほ とん どの 学生 が留

学 前 は基準 点以 下 で あった(31人 中25人[80.6%])に もか か わ らず 、留学 後 に は半 数 以

下 に な って いる(33人 中15人[45。5%])。 軽度 、 中程度 の うつ状 態 を示 す者 が合 わせ て、

6人(31人 中[19.4%])か ら17人(33人 中[51.5%])に 増 えてお り、留 学 して か ら う

つ状 態 が ひ ど くなっ た者 が か な り多い こ とを示 して い る。

②GHQお よび下位 尺度;各60項 目0、1点 と得 点化 したGHQに つ い てのパ ー セ ン

タ イル分 布 をFigure3(3-4月)、Figure4(2-7月)に 示 した。 それ に よ る と先

ほ ど と同様 、3月 か ら4月 にか け ての変化 はほ とん ど見 られ なか った。 しか し、2-7
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Figure3.SDS得 点(3-4月)の 各 ス ク リー ニ ン

グ ・ポイン トによる分布

1;基 準点未満2;基 準点以上

ス ク リ ー ニ ン グ ・ポ イ ン ト

Figure4,

ン グ ・ポ イ ン トに よ る分 布

1;基 準 点 未 満2;基 準 点 以 上

GHQ得 点(2-7月)の ス ク リー 二
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月群 にお いて は、2月 には症 状 の み られ た者 が1人(33人 中[3%])で あ ったの に対

し、7月 には17人(30人 中[56.7%])と 半数 以上 に も膨 れ上 が ってい る。GHQの 総合

得点 は幅 広 い意味 で の精 神 健康 度 を指 して い る と考 え られ るが、 その意味 にお いて は、

留学 して数 ヵ月た った2-7月 群 の方 が、留 学 して 間 もな い3-4月 群 よ りも留 学 中の

精神 健康 度 は良 くない と言 え る。

さ らに、GHQの4つ の下位 尺 度 につ いて の度数 の変 化 をみ てみ る と、 「身体 的症状 」

はFigure5(3-4月 群)、Figure6(2-7月 群)に 、 「不 安 と不 眠」 はFigure7(3

-4月 群 〉
、Figure8(2-7月 群)に 、 「社 会 的 活 動 障 害」 はFigure9(3-4月

群)、Figure10(2-7月 群)に 、 「うつ状 態 」 はFigure11(3-4月 群)、Figure12
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Figure5。GHQ

ン トによる分布
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Figure6.GHQ(身 体 的 症 状)の ス ク リー ニ ン グ ・ポ イ

ン トに よ る 分 布(2-7月)

1'基 準 以 下2;軽 度3;中 程 度 以 上
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Figure8.GHQ(不 安 と不 眠)の 各 ス ク リー ニ ン グ ・ポ イ

ン トに よ る 分 布(2-7月)
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Figure9.GHQ(社 会 的 活 動 障 害 〉 の 各 ス ク リー ニ ン グ

・ポ イ ン トに よ る分 布(3-4月)

(1;基 準 以 下2;軽 度3;中 程 度 以 上)
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各スク リーニ ング ・ポ イン ト

Figure10.GHQ

・ポ イ ン トに よ る 分 布(2-7月)

(1;基 準 以 下2;軽 度3;

(社会的活動障害)の 各スク リーニ ング
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Figurel1.GHQ

ン トに よ る 分 布(3-4月)
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Figure12.GHQ(う つ 状 態)の 各 ス ク リー ニ ン グ ・ポ イ

ン トに よ る 分 布(2-7月)

(1;基 準 以 下2;軽 度3;中 程 度 以 上)
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(2-7月 群)に その変 化 を、全 体 の相 対度数(パ ー セ ン ト)の 形 で示 して い る。 なお 、

各下位 尺 度 は7点 満点 で構 成 され てお り、3～4点 を"軽 度"、5点 以上 を"中 程 度 以上"

の症状 であ る と診断 され る。 それ故 に、各Figureは そ の ス ク リー ニ ン グ・ポイ ン トを基

準 に して、 その度数 の変化 を表 す こ とに した。 それ に よ る と、3-4月 群 の方 は、SD

S同 様 す べ ての下位 尺 度 にお いて あ ま り変化 が 見 られ ないが 、2-7月 群 にお い ては下

位 尺 度 に よって独特 の様相 を見せ て い る。まず、「不安 と不 眠 」にお いては留 学前 には"軽

度"と 診 断 され た者 が1人(33人 中[3.0%])い ただ けで あ ったが、留 学後 数 カ 月た っ

た後 で は、"軽 度"15人(33人 中[45.5%])、"中 程度 以上"7人(33人 中[21.2%])と

か な りの者 が症 状 をみせ て い る。 また、「社 会的 活動 障害 」にお いて も同様 に、 留学 前 に

は"軽 度"と 診断 され た者 が1人(33人 中[3.0%])で あっ たの に対 し、留学 後 に は"軽

度"7人(32人 中[21.9%])、"中 程 度 以上"7人(32人 中[21.9%])と 症 状 をみせ て

い る者が 多 くみ られ る。 ところが、 「うつ状 態」にお いて は、留 学 前 には1人 も診断 基準

に達 してお らず、留 学 後 も"軽 度""中 程 度 以上"に1人 ずつ い るだ けで全体 的 には あ ま

り変化 が み られ なか った。 「身体 的症 状 」 につ いて は、"軽 度"と 診断 され た者 が留学 前

に は8人(33人 中[24.2%])お り、"中 程 度 以上"は 一 人 もい なか ったが 、留学 後 に は

"軽 度"が14人(32人 中[43
.8%])、"中 程 度 以上"が10人(32人 中[31.3%])と や は り

この領 域 に おい て も症状 が発 生 、 も し くは悪 化 した者 が 多 くみ られ る。

③CMl;正 常者 群 と神経 症 患者群 との 間 に訴 えの有意 差 がみ られ たC、1、J(心

臓 脈管 系 、疲労 度 、疾病 頻度)を 縦 軸 に、M～R(情 緒面 の項 目)を 横 軸 と した判別 表

を作成 し(深 町 式判 別)、"1;正 常 領域"、"2;準 正 常領 域"、"3;準 神経 症領域"、"4;

神 経症 領域"を 判別 した。 その結 果 は、Figure13(3-4月 群)、Figure14(2-7月

群)に 示 してい る。 その結果 、CMIの 神 経症 判 別 では 、3-4月 群 、2-7月 群 と も

に大 きな差 はみ られ なか った。
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Figure14.CMIに よる神経症判断の レベ ル(2-7月)

(1;正 常者領域2;準 正常者領域3;準 神経症領域4;神 経症領域)

CMl自 覚症 プ ロフ ィー ルの変 化 各群 のCMI下 位 尺度 の平 均点 を求 め、群 別 に 自

覚 症 プ ロフ ィール を作成 した。 その結 果 は、Figure15(3-4月 群)、Figure16(2-

7月 群)で あ る。3-4月 群 で は、4月 の方 が 「疲労 度 」が高 くな ってお り、「緊 張」が
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Figure15.CMI自 覚 症 プ ロ フ ィ ー ル;3・4月 の 平 均 点 分 布
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Figure16.CMI自 覚症 プロフィール;2・7月 の平均点分布

低 くな って いる こ とを除 けば、 ほぼ3月 、4月 同 じ様相 を示 して い る。2-7月 群 では 、

全体 的 に7月 の方が得 点 が高 くな って い るが 、7月 の 「怒 り」、「緊 張」 が2月 に比べ て

低 くな って いる こ とが大 きな特 徴 で あ ろ う。 また、7月 の 「習慣 」 が、2月 に比べ てか

な り高 くな ってい る こ と も見逃 せ ない大 きな特 徴 で あ る。

留学 前 と留学 後の平 均得 点 の差 各 尺度 の平 均点 お よび標 準偏 差 を、留 学 前 と留学 後

にわ けて求 め、留学 前 と留学 後 に差 がみ られ るかt検 定 をお こな った。その結 果 がTable

7で あ る。それ に よ る と、3-4月 群 にお いて有 意差 が み られ た のは 、GHQの 下位 尺 度

「不安 と不 眠」(両 側検 定;t(38)=-2 .64、P〈.05)(以 下 すべ て両 側検 定 〉、CMIの 下

位項 目 「習慣 」(t(38)=2.34、P<.05)の2つ の みで あ った。他 方 、2-7月 群 に おい

て は、 「SDS合 計 得 点」(t(30)=-4.45、P<.001)、 「GHQ総 合 得 点」(t(29)=-

6.30、P<.001)、GHQ下 位 尺度 「身体 的 症状 」(t(31)=-6.99、P<.001)、 「不安 と不

眠 」(t(32)=-9.12、P<.001)、 「社 会 的活動 障害 」(t(31)=-5.01、P〈.001)、 「うつ

状 態 」(t(32)=-2.39、P<.05)、CMI下 位 項 目 「目 と 耳 」(t(31)=-2.58、
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P<.05)、 「呼 吸 器 系 」(t(31)=-2.74、P<.05)、 「心 臓 脈 管 系 」(t(31)=-2.17、

P<,05)、 「神 経 系 」(t(31)=-2.35、P<.05)、 「疲 労 度 」(t(31)=-3.82、P<.05)、 「習

慣 」(t(31)=-3.75、P〈.01)、 「CIJ」(t(31)ニ ー3。19、P〈.01)、 「計1」(t(31)=-

3.23、P〈.01)、 「緊 張 」(t(31)=2.09、P〈.05)で あ っ た 。2-7月 群 のCMIに お い

て は 、"身 体 的 自覚 症"を 示 す 「目 と 耳 」 ～ 「計1」 ま で の14項 目 の う ち8項 目 も の 有 意

差 が み ら れ た が 、 同CMIの"精 神 的 自 覚 症"を 示 す 「不 適 応 」 ～ 「計2」 ま で の7項 目

の う ち で は 「緊 張 」 の1項 目 し か 有 意 差 が み ら れ な か っ た 。 ま た 、3-4月 群 で も 有 意

差 の み ら れ たCMIの 下 位 項 目 「習 慣 」 に お い て は 、3-4月 群 で は 得 点 の 推 移 が 下 が

っ て い る の に 対 し 、2-7月 群 で は 逆 に 上 が っ て い る 。 さ ら に 、 他 の ほ と ん ど の 有 意 項

目 の 得 点 は 留 学 後 の 方 が 上 が っ て い る の に 対 し て 、 同 じCMIの 下 位 項 目 「緊 張 」に お い

て は 、 逆 に 留 学 後 の 方 が 得 点 が 下 が っ て い る 。

lll.考 察

本調 査 で は、 メンタルヘ ル ス上 の 問題 点 の推 移 を領域 別 にみ るため に、3つ の 尺度 、

SDS、GHQ、CMIが 用 い られた。 そ して 、GHQ、CMIに 関 して は、 その下位

尺度 お よび下位 項 目につ いて も、 その推 移 が明 らか に され た。 以下 、留 学期 間 の違 い を

前提 に して、3つ の観 点 か ら考 察 して みた い。1つ に、留 学前 と留 学後 に変 化 の あ ま り

見 られ ない領域 、2つ に 、留学 前 と留学 後 に変化 の み られ た領域 、3つ に、留学 前 と留

学後 の調 査期 間 が異 な るこ とに よって現 れ る問題 領域 、 の3点 で あ る。

① 留 学前 と留 学後 に変化 の み られ な い領 域;3-4月 群 で は、GHQの 「不 安 と不

眠」、 お よびCMIの 「習慣 」の2領 域 しか 変化 がみ とめ られ なか ったの に対 し、2-7

月群 で は各領 域 にお いて か な りの 変化 が認 め られ る。 しか しなが ら、3-4月 群 で は も

ちろ んの こ と、2-7月 群 で も変 化が 認め られ なか った領域 として、CMIの"身 体 的 自

覚症"を 示 す 「消 化 器系 」、 「筋 肉骨格 系」、「皮 膚」、「泌 尿生 殖器 系」、「疾 病頻 度」、「既

往 症 」、そ して"精 神 的 自覚 症"を 示 す 「不 適 応 」、 「抑 うつ」、 「不 安 」、「過 敏 」、「怒

り」、 「計2」 で あ った。

「抑 うつ 」 に関 して は、CMIの 下位 項 目 と しては有 意差 が み られ なか ったが 、SD

Sお よびGHQの 「うつ 状態 」では有 意差 が認 め られ る(Table7参 照)。 しか し、GH

Qの 「うつ状 態」に関 して は、Figure12を み てみ る と、有 意差 が あ る とは言 え、 その様

相 は若 干名 「うつ状 態」 の高 い者 が現 れ ただ けで 大 して変 わ った とは言 い難 い。3者 と

も尋 ねて い る質 問 内容 に大差 が な いこ とか ら、 これ は質問項 目数 に よる分 散 の違 いが 反

映 した もので は ないか と考 え られ る。 つ ま り、「抑 うつ 」に関 して は、 よ り精 度 に尋 ねて

い るSDSを 判 断材 料 と して検討 す るこ とに した。

さて、心 身が密接 に関連 す る報告 が数 多 くな され る中、 留学 とい う状 況 にお いて は、
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Table7.各 尺度の留学前 と留学後の平均点(標 準偏差)お よびt検 定の結果

項 目 1回 目 2回 目 t検 A疋

SDS合 計得点
40.417(

35.548(

5.935)

5.494)

40.972(

42。129(

8.030)

7.370)

一 〇
.55

-4
,45** *

G

H

Q

GHQ総 合得点、
8.029(

6.033(

7.921)

4.832)

9.714(

21.833(13.717)

9.034) 一1
.32

-6
.30* **

身 体 的 症 状
1.615(

1.219(

1.771)

1.362)

1.667(

3.750(

1.854)

1.967)

一 〇
.16

-6
.99* **

不 安 と 不 眠
1.026(

0.485(

1,405)

0。795)

1.692(

3.303(

1.764)

1.776)

一2
,64*

-9 .12* **

社会的活動障害
0。897(

0.438(

1.373)

0.801)

0.974(

2.438(

1.367)

2.047)

一 〇
.30

-5
.01* **

う つ 状 能
八齢、

0.513(

0.091(

1.537)

0.292)

0.410(

0.546(

1。229)

1.148)

0.49
-2 .39* **

C

M

I

目 と 耳
1.051(

1.250(

1.075)

1.047)

1.205(

1.781(

1.508)

1.773)

一1
.03

-2
.58*

呼 吸 器 系
2.256(

1.563(

3.110)

1.703)

2.000(

2.500(

2.847)

2.095)

0.89
-2 ,74*

心 臓 脈 管 系
0.615(

1.125(

1.016)

1.289>

0.692(

1.500(

1.360)

1.414)

一 〇
.49

-2
.17*

消 化 器 系
2.821(

3.313(

2.416)

3.053)

3.462(

3.875(

2.780)

2.927)

一1
.88

-1
.18

筋 肉 骨 格 系
0.769(

0.781(

0.986)

0.706)

0.821(

0.969(

1.167)

0.999)

一 〇
.50

-1
.10

皮 膚
1.436(

1.906(

1.586)

1.653)

1.667(

1.781(

1.924)

1.755)

一1
.33

0.48

神 経 系
0.615(

0,594(

0.907)

1.012)

0.590(

0.938(

0.993)

1.216)

0.14

-2 .35*

泌尿生 殖器 系
2.282(

2.375(

1.820)

L773>

2.308(

2.531(

1.949)

1.778>

一 〇
.14

-0
.45*

疲 労 度
0.692(

0.375(

1.173>

0.871)

1.077(

1.313(

1.494)

1.575)

一1
.86

-3
.82* *

疾 病 頻 度
0.359(

0.375(

1.203)

0.660>

0.231(

0,344(

0.427)

0.937>

0.74

0.21

既 往 症
0.462(

0.625(

0.884)

0.942)

0.333(

0.656(

0.621)

0.787>

0.96

-0 .25

習 慣
1.436(

1.219(

1.252)

0.941)

1.000(

2.156(

0.946)

1.417)

2.34*

-3 .75* *

C 1 J
1.667(

1.875(

2.527)

2.028)

2.000(

3.156(

2.695)

3.143)

一1
.07

-3
.19* *

計 1
14.795(11.901)

15.500( 9.772)

15.385(11.634)

20.344(13.304)

一 〇
.53

-3
.23* *

不 適 応
3.077(

2.406(

2.941)

2.298)

2.718(

2.281(

2.937)

2.261)

1.00

0.33

抑 う つ
0.410(

0.125(

1.044)

0.336)

0.487(

0.344(

1.295)

0.827)

一 〇
.50

-1
.31
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項 目 1回 目 2回 目 t検 A疋

C

M

I

不 安
1.128(

0.625(

1.105)

1.008)

0.949(

0.563(
1.169)
0.948)

1.19

0.35

過 敏
1.205(

0.750(
1.704)
1.191)

1.154(
0.781(

1.582)
1.313)

0.21
-0 .15

怒 り
1.308(
1.688(

1.852)
1.975)

1.436(
1.250(

1.917)
1.566)

一 〇
,45

1.81

緊 張
1.026(
L219(

1.246)
1.431)

0.795(
0.688(

1.260)
0.998)

1.18

2.09*

計 2
8.154(
6.813(

7.304)
5.705)

7。564(

5.906(

8.711)

5.479)
0.57

1.06

※ 上 段 …3-4月 下 段 …2-7月

※*P<0.05**P<0,1***Pく0.001

主 に循環 器系や疾 病等 、身体 の内部 に関す る領域 の変化 は認め られ なかった。 また、不

安 や 怒 りな ど情動 もし くはパー ソナ リテ ィ と密接 に関 わ る領域 も概 して変 化は認 め られ

なか った。言 い換 えれば、 この こ とは例 えば、不安 の高 い者 は`留 学'と い う体 験 に関係

な く不安 が高 まった まま と考 え るこ とがで き、留 学 に よって特別 に引 き起 こされた不 安

で はない と考 え られ る。 特 に、CMIで 尋ね てい る"精 神 的 自覚症"に 関す る項 目が、

パー ソナ リテ ィに近 い もので あ るこ とを考慮す るな らば妥当 な結果 と言 え よ う。

② 留学前 と留学後 に変 化の み られ た領 域;こ こで は、留学 して1ヵ 月後 の3-4月 群 、

数 ヵ月た った2-7月 群 ともに変 化の み られ た領域 につ いて検討 す る。 ともに変化 がみ

られ たのは、1つ に、GHQの 下 位尺度 「不安 と不 眠」 であ り、留学後 が留学前 に比べ

て得点 が高 くな って い る。GHQの 「不 安 と不 眠」とは、"心 配 ご とが あって よ く眠 れ な

い こ とが ある"や"い つ もス トレスを感 じるこ とが ある"、"夜 中に 目を覚 ます こ とが あ

る"な ど状況 の変化 につ いての不安 な どを鋭敏 に とらえ る質問項 目か ら構成 され てお り、

留学 とい う異文化 の ス トレス状況 の 中、 こ うした領域の得 点 は期 間 を問 わず常 に高得 点

で持続 され る もの と考 えられ る。

また、2つ に、CMIの 下位項 目 「習慣 」 もと もに変 化がみ られ るが 、 この項 目に関

して は2群 に よって変化 の様相 が異 な る。つ ま り、3-4月 群 では 「習慣 」の得点 が下

が ってい るの に対 し、2-7月 群 で は逆 に得 点 が上が ってい る。 よって 、これ に関 して

は次 の"留 学期 間 に よる変化 の違 い"の 項で述べ るこ ととす る。

③留 学前 と留 学後の調 査期間が 異 な ることによ って現 れ る問題領域;ま ず、前 出 した

CMIの 「習慣 」につ いて取 り上 げ る。 「習慣 」とは、 タバ コやお茶 、酒、運動 などの行

動 レパー トリー につ いての適度 を逸脱 した習慣 とな ってい る項 目か らなってい る(例 え

ば、 「毎 日か な りの酒類 を飲み ますか」 な ど)。3-4月 群 で この得 点が下 が って い るこ

とは、留学 して間 もない時期の 目新 しい環境 に多 く触れ る中で、 こ う した習慣 を行 う余

裕 が な くなってい るこ とを示す結 果で はないか と考 え られ る。逆 に、2-7月 群 で得 点
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が高 くなってい るこ とは、留学期 間が長 くなってい るこ とで3-4月 群 よ りもかな りス

トレスがた まってお り、 こ うした適度 を越 えた行動 を とるこ とでス トレス を解消 して い

るので は ないか と考 え られ る。 それ故 に、 この結果 は留学期 間が長 くなる こ とに よって

現 れ る症状 よ りも、 それ だ けス トレス下 にあ る とい うこ とを示す結果 で あ るよ うに も思

われ る。 とは言 え、Figure4の 「習慣 」の平均得点 をみ て もわか るよ うに、7点 満 点で

1～2、3点 の範 囲 内の話 で あるか ら、得 点が高 まった と言 って も病 理学 的 に異常 で あ

るほ どでは ない と言 えよ う。

さて、Table7を み る と、3-4月 群 では有意差 がみ られ なか ったが、2-7月 群 で

は有意差 のみ られ た項 目が多数 ある。Figure2、5のSDSの 総 合得点 やGHQ総 合得 点

とい った全体 的 な推移 をみ て もわ かる よ うに、期間 が長 くな るにつれ ての メンタルヘ ル

ス上の問題 は深刻 な もの があ る。推移 に有 意差が み られ ただ けで はな く、抑 うっ状 態の

SDSで は"軽 度""中 程 度"の 症状 患者が か な り増 えて いる。 さ らに、精神症 状、神経

症状 一般 をみ るGHQ総 合得 点 も、2月 の 時点で はほ とん ど症 状 をみせ て いなか ったに

も関わ らず 、7月 には半数以上 の者 が症 状 をみせ てい る。領域 的 に も、疲れ な どの 身体

的側面 、社会 的 な活動 が思 うよ うにい って いな い等 の行 動的側 面 など、単 な るメンタル

な部分 のみ な らず、様 々 な領域 への影響 が確認 され てい る。逆 に、 「緊 張(CMI)」 に

関 して は、7月 の方 が有意 に得 点 が下 が ってお り、 以上 の よ うなメン タル な問題 を抱 え

なが ら も、 異文 化 に対 す る緊 張度 は下 が ってい る と考 え られ る。

ところで、海外在 住後 に表れや す い精神 的症状 と して、"抑 うつ"が よ くあげ られ る(福
　ラ ユの ユラ

田 ら、1993、 島崎 ら、1967b)。 阿部 ら(1987)も 、不適 応症状 は主 に抑 うつが絡 んで い

るこ とが 多い と述べ てい る。今 回の結果 か らは、留学後 間 もない3-4月 群 で は、SD

S、GHQ(う つ状 態)、CMI(抑 うつ)と もに有意差 がみ られ なか った。 しか しなが

ら、2-7月 群 で はCMIを 除 くSDSとGHQに お いて有意差 が見 られた こ とか ら、

留学後 に抑 うつ症状 が表 れ る とい う先行研 究の知 見 は支持 され た と言 え よ う。
ユの

島崎 ら(1967b)に よ ると、一般健 常 人にお いて も留学 中に は、性 格 に関係 な く何 らか

の 自覚症状(例 えば、睡 眠障害や 食欲不振 、頭痛 な ど)を 出 した者 が90%近 くもいた と

の
い う。 さらに、CMIを 使 って留学 中の メンタルヘ ル スを調 査 した福 田 ら(1993)の 研

究結果 に よる と、身体症状 で は特 定の器 官 よ りも、全 身、不 定愁 訴 と呼 ばれ る訴 えが 多

か った と報告 して いる。 本研 究 か らは、全体 的 な身体 症状 は先行研 究 に報告 され るよ う

に、2-7月 群 にお いて有 意 に得 点が高 くなってい たが 、循 環器 系や疾病 な ど身体 の内

部 に関 す る変化 は あま り認め られ なか った こ とか ら、 この点 において も福 田 らの結 果 を

支持す る もの とい える。 さらに、 冒頭 に も述べ た よ うに、性 格 のあ り方 が不 適応 の要因

に なる こ とが 多い とされ て いたが、パー ソナ リテ ィに近 い領 域 につい ての変 化 は、留学

期 間に関係 な く変化 はあ ま りみ られ なか った。 つ ま り、留 学 して突然過敏 に なった り、
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怒 りが高 まった りとい うこ とはない と考 え られ る。
　ラ

さらに福 田 ら(1993)の 結 果か らは、精神症 状 を訴 えた者 が一 人 もみ られ なか った と

報 告 してい るが、今 回の結果 では、Figure1～15か らもわか る よ うに、3-4月 群 にお

いて は留学 後 に精神 症状 を疑 われ る者が新 た に現 れて いないの に対 して、2-7月 群 で

ユの

は ほ とん ど全 領 域 に わ た って、精 神 症 状 の疑 わ れ る者 が 多 く現 れ て い る。Oberg、
　う

Adlerら の適 応プ ロセ スの 見解 をふ まえる と、留学 して4ヵ 月 もた った後者 の グルー プ

は、 そ ろそ ろ適 応 し始め てい て もい い ように思 われ るが 、 これ らの結 果 は、適 応 はあ る

程 度 してい なが ら も、 引 き続 く壁 につ きあた り精神 的 な症状 が鎮静化 しないのか、 それ

ともまだ適応 しきれ ていないの か、 その判 断 はこの結 果 か らだ けでは難 しい。 これ らの

点は今後 の検討課 題 とい えよ う。

本研究 は、 「メンタルヘ ル ス」の 問題 を、留学前 と留 学後 にお ける推 移 を中心 に取 り上

げ たが、 メンタルヘ ル スの推移 を扱 う以上 は、 異文 化の違 い を反映 させ る"食"や"言

語"、"思 想99、"気 候"な どの違 い も考慮 しな けれ ば ならない よ うに思 われ る。 例 えば、
　　　

島崎 ら(1967b)の 研究では、症状の原因として、英語力の不足や風俗習慣の違 い、滞米

中の家庭 との不和などがあげ られてお り、さらにはそうした留学先での問題のみならず、

母国での受験問題や就職問題についての悩みが影響 していることも考えねばならないこ
　 　

とを示 唆 してい る。 また、福 田 ら(1993)の 研究 で も、 ス トレスの対 処要 因 として友人

の存在 をあげ てお り、 ソー シャルサ ポー ト的 な問題 に も一石 を投 じて いる。

最後 に、留学 前 に、留 学 に対 して何 を期待 してい るか 、 といった要 因を も今後検討 し

て いかねば な らない ように思 われ る。 問題 の部分 で も触 れたが、"留 学"と い う行動体 験

は、企業 や公務 員 な どの在住派遣 、つ ま り行か ざるを得 ない状況 では な く、個 人が率 先

して希望 す る もので あ る。 それ故 に、留 学 に何 を求 め てい るの か、海外 で何 を学 びたい

の か とい うことは、留学 問題 を扱 ってい く上 では大 きな問題 であ る。例 えば、 ある者は

語学 を上達 させ よ うと思 って い るだ ろ うし、 またあ る者 は異文化 を学ぼ うと思 ってい る

のか も しれ ない。

しか しなが ら、留学 問題 を扱 う研究 には大 きな制 約が あ るの もまた事実 であ る。 サ ン

プ リングの問題 は いちばん大 きいが、 それだ けで な く時 期、場所 な ど、他 の研 究 に比べ

て調査 がお こな いに くい。 とは言 え、海外で の異文化体 験が珍 し くな くな った今 日にお

いては、 そ うい った制約 を考慮 しなが らも研究 の発展が期待 され てい るよ うに も思 われ

るので ある。

まとめ

本研究は、留学期間中におけるメンタルヘルス上の問題を予備調査 として探索的に施

行 したことに端 を発 し、本調査 を通 して様々な領域 における推移 を明 らかにした。
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1.抑 うつ尺度SDSに お いては、3-4月 群 では大 して変化 はみ られ なか ったが、

2-7月 群 で は症状 の表 れた者 が半 数 に も及 んだ。

2.GHQに お いては、精神症 状 ・神 経症状全体 を示 す総合得 点で、3-4月 群 で は

差が あ ま りみ られ なか ったの に対 し、2-7月 群 ではSDS同 様半 数以上 の者 が症 状 を

みせ た。領域別 に は、 「うつ状 態」を除 く3領 域 で、や は り3-4月 群 では大 して差 がみ

られ なか ったのに対 し、2-7月 群 では 多 くの者が症状 を示 し、かつ留学 前 と留学 後の

変化 も統 計的 に有意差 がみ られた。 しか し、3-4月 群 で も 「不安 と不眠 」 において は

有意差 がみ られた こ とか ら、留学 す るこ とによって生 じる問題 として は、 この領域 の重

要性 が確 認 された こ と となる。

3.CMIに お いては、神 経症判別 図で の推移 は両群 ともに大 して変 わ らず 、循 環器

系や疾 病等、 身体 の 内部 に関 す る領域 お よびパー ソナ リティに近 い精神 的領域 にお いて

は変化 がみ られ なか った。 「習慣 」につ いて は、3-4群 と2-7月 群 では様相 が異 なっ

て お り、 ス トレス問題 との関 わ りが論 じられ た。 また、「緊張」につ いては、3-4月 群

で差 が認め られ なか った のに対 し、2-7月 群 で は留 学前 よ りも留学後 の方 が得 点が下

が って いた。

全体 的 には、留学期 間 が長 くなるにつれ て メンタルヘ ル ス上 の問題 は深刻 な ものが あ

るこ とが わか ったが、 そ うした メン タルヘ ルス上の問題 は、 身体 的側面や 社 会的 に も支

障 をきた して いるこ とが本調査 の結果 か らわか った。

本研究をすすめるにあたっては、英米文学科森道子教授、福井有大手前女子短期大学

副学長、朝山善成常務理事 をは じめ、長井悦三事務長、英米文学科玉木明美助手のみな

さまの多大の御教授 を賜 りました。 ここに厚 く感謝 を申し上げます。

なお、本研究の一部は第32回 全国大学保健管理研究集会で発表された ものである。
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脚注

1)PSUは 、OREGON州 のPORTLAND市 の市街地中心部に位置 し、学生数は約1万5千

人、9学 部 からなる大学で、その うち留学生は5%を 占めている。本留学生のPORTLAND

市公郊外の一角にあるアパー ト群内の数棟に、4名 か ら2名 ごとに分かれて、他棟に住む
一般ア メリカ人とともに生活 し

、今回の留学 を仲介 したア メリカン ・ヘ リテ ッジ協会(A

HA)の ア メリカ女性スタッフが同アパー ト内に常在 して学生の援助 にあたった。

2)OSUは 、OKLAHOMA州 のSTLLWATER市 にある、学生数2万6千 人、12学 部から

なる大学で、本学園留学生は大学キャンパ ス内の寮(2人 部屋)に 生活 し、coordinaterと

して英米文学科玉木明美助手が全期間 を通 じて同寮内に常在 した。
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